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平成27年７月

第140号

この社協だよりは、共同募金の配分金で発行しています。

６
月
８
日
（
月
）、
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

を
会
場
に
「
健
康
生
活
支
援
講
習
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
講
師
は
、
松
江
赤
十
字
病
院 

健
康
生
活
支
援
講
習
指
導
員
を
お
迎
え
し
、

講
義
と
実
技
。
前
半
は
年
齢
を
重
ね
る
こ
と

に
よ
る
身
体
的
変
化
を
も
と
に
、
屋
内
で
起

こ
り
や
す
い
事
故
や
防
止
方
法
等
を
分
か
り

や
す
く
学
び
ま
し
た
。
実
技
で
は
、
転
ば
な

い
た
め
に
必
要
な
下
肢
筋
力
低
下
を
防
ぐ
日

常
生
活
の
中
で
で
き
る
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
。
床
か
ら
の
起
き
上
が
り
・
立
ち
上
が
り

の
基
本
動
作
、
椅
子
か
ら
の
立
ち
上
が
り
の

介
助
方
法
、
杖
の
選
び
方
、
歩
行
時
の
つ
き

方
等
を
学
び
、
充
実
し
た
内
容
で
し
た
。
参

加
者
の
中
に
は
、
自
分
に
合
う
よ
う
杖
の
調

整
を
確
認
さ
れ
る
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。
最

後
は
、
参
加
者
同
士
で
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン

を
し
て
お
互
い
の
手
の
温
も
り
を
感
じ
て
、

講
習
会
は
終
了
。

老
い
は
誰
も
み
な
避
け
て
は
通
れ
な
い
現

実
で
す
が
、で
き
る
だ
け
今
を
自
分
ら
し
く
、

楽
し
み
も
持
っ
て
過
ご
せ
て
い
け
た
ら
い
い

で
す
ね
。
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杖は、痛みや麻痺のない側につきます イスに腰かけて行う筋力トレーニング

健
康
生
活
支
援
講
習
会
を

�

開
催
し
ま
し
た
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共同募金配分金
収入 3.14%

悠湯プラザ指定管理事業
1.88%

法人運営事業
37.54%

介護予防等
生活支援事業
24.40%子育てサポート

センター事業
12.77%

貸付事業
0.16%

共同募金配分金事業
3.47%

福祉サービス利用援助事業 9.98%

生活福祉資金貸付事業 0.21%

地域福祉・
保健センター
指定管理事業
9.59%

会費収入 2.57%
寄付金収入 3.06%

その他の収入 0.39%

経常経費
補助金収入
26.23%

受託金収入
54.03%

経理区分間繰入金収入 6.57%会計単位間繰入金収入 0.33%
受取利息配当金収入 0.03%

雑収入 2.12%
負担金収入 0.64%

貸付事業等
収入 0.09%
事業収入
0.80%

収入合計
63,396,034円

支出合計
62,298,412円

一
、
地
域
福
祉
活
動

　
①
総
合
相
談

　
　
◦
開
設
日
＝
土
日
祝
日
を
除
く
毎
日
開
設

　
　
◦
相
談
件
数
＝
19
件

　
②
ひ
と
り
暮
ら
し
の
会

　
　
◦�

日
帰
り
入
湯（
霧
の
湯
）、
調
理
活
動（
お

や
つ
作
り
）
等　
毎
月
１
回
程
度
実
施

　
③�
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
（
地
域
福
祉
権
利

擁
護
事
業
）

　
　
◦
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
援
助

　
　
◦
日
常
的
金
銭
管
理
サ
ー
ビ
ス

　
　
◦
書
類
等
の
預
か
り
サ
ー
ビ
ス

　
④
社
協
だ
よ
り
の
発
行
（
年
４
回
）

　
⑤
福
祉
活
動
協
力
員
に
よ
る
活
動

　
　
◦�

見
守
り
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
一
斉

訪
問
等

　
⑥
見
守
り
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

　
　
◦�

集
落
を
単
位
と
し
た
高
齢
者
独
居
世
帯
等

の
見
守
り
活
動

　
　
◦�

見
守
り
通
信
（
お
元
気
で
す
か
ハ
ガ
キ
）

の
発
送
＝
年
５
回
：
７
５
７
通

　
　
◦
一
斉
訪
問
（
年
５
回
）
３
６
４
世
帯
訪
問

　
⑦
子
育
て
サ
ロ
ン
事
業

　
　
◦�

ひ
だ
ま
り
サ
ロ
ン
（
愛
称
）
の
開
設
＝
年

10
回
（
延
べ
１
９
０
名
参
加
）

　
　
◦�

担
い
手
（
民
生
児
童
委
員
、
サ
ロ
ン
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
）

　
⑧�

悠
々
大
学
（
町
教
委
と
共
催
）
＝
歴
史
探
訪

や
体
験
学
習
（
年
10
回
）

　
⑨
敬
老
の
日
お
祝
い
品
贈
呈

　
⑩
川
本
町
障
が
い
者
福
祉
協
会
支
援

　
⑪
小
学
校
入
学
祝
い
品
贈
呈

　
⑫
世
代
間
交
流
事
業
＝
年
１
回
実
施

　
⑬
福
祉
用
具
の
貸
与

　
　
◦
車
椅
子
、
歩
行
器
の
貸
し
出
し
＝
15
件

　
⑭
生
活
資
金
の
貸
付

　
⑮
生
活
福
祉
資
金
の
事
務
取
扱
い

　
⑯
そ
の
他
地
域
福
祉
事
業

二
、
川
本
町
介
護
予
防
生
活
支
援
事
業

（
一
）
通
所
型
介
護
予
防
事
業

　
①
悠
湯
プ
ラ
ザ
通
所

　
　
◦�

生
き
が
い
通
所
事
業
＝
延
べ
利
用
者
数
＝

２
，０
４
９
人

　
　
◦�

生
き
が
い
活
動
支
援
事
業
（
サ
ー
ク
ル
活

動
）
＝
５
５
７
人

（
二
）
介
護
予
防
事
業

　
①�

地
域
住
民
グ
ル
ー
プ
支
援
事
業
（
ミ
ニ
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
：
各
自
治
会
を
単
位
と
し
て
開

催
）

　
　
◦
開
催
回
数
＝
１
９
６
回

　
　
◦
参
加
人
員
＝
１
，３
８
９
人

　
②
体
力
づ
く
り
運
動
指
導
事
業

　
　
◦
開
催
回
数
＝
22
回

　
　
◦
参
加
人
員
＝
２
３
９
人

　
③
転
倒
骨
折
予
防
教
室

　
　
◦
開
催
回
数
＝
12
回

　
　
◦
参
加
人
員
＝
１
３
４
人

　
④
研
修
等

　
　
◦
介
護
予
防
教
室
（
江
川
荘
）

　
　
◦
ケ
ア
会
議
へ
の
参
加
（
月
１
回
）

（
三
）
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
①�

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
に
実
施
＝
延
べ
１
，

１
０
３
食

　
②
調
理
…
川
本
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ふ
れ
あ
い
の
会

　
　
配
食
…
川
本
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会

　
　
　
　
　
民
生
児
童
委
員

　
　
　
　
　
福
祉
活
動
協
力
員

（
四
）
高
齢
者
食
生
活
改
善
事
業

　
①
簡
単
料
理
教
室
を
実
施

　
　
◦
開
催
回
数
＝
４
回

　
　
◦
参
加
人
員
＝
29
人

　
②
男
の
料
理
教
室
を
実
施

　
　
◦
開
催
回
数
＝
25
回

　
　
◦
参
加
人
員
＝
１
４
８
人

（
五
）
家
族
介
護
支
援
事
業

　
①
家
族
介
護
教
室

　
　
◦
開
催
回
数
＝
１
回

三
、
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業

　
①
小
学
生
対
象
事
業

　
　
◦
子
ど
も
の
居
場
所
事
業

　
　
◦
体
験
活
動
「
キ
ッ
ズ
◦
ク
ラ
ブ
」

　
②
在
宅
児
家
庭
対
象
事
業

　
　
◦
施
設
開
放

　
　
◦
体
験
活
動
「
い
い
お
顔
の
ひ
ろ
ば
」

　
③
情
報
提
供
◦
相
談
に
関
す
る
事
、
研
修
会
等

四
、
事
務
局

（
一
）
川
本
町
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局

　
①
理
事
会
＝
３
回
開
催

　
②
評
議
員
会
＝
２
回
開
催

一般会計決算（資金収支決算書）
収　入 �  （単位：円）

科　　　目 決　算　額 説　　　　明
会 費 収 入 1,628,400
寄 付 金 収 入 1,941,567 一般・香典返し寄付金
経 常 経 費 補 助 金 収 入 16,631,281 町補助金、県社協補助金
受 託 金 収 入 34,254,303 町受託金、県社協受託金
事 業 収 入 505,800 日常生活自立支援事業利用料・すこやかセンター利用料など
貸 付 事 業 等 収 入 55,000 生活資金貸付償還金
共 同 募 金 配 分 金 収 入 1,990,067 一般・歳末配分
負 担 金 収 入 404,935 参加費収入など
雑 収 入 1,343,138 火災義捐金受入など
受 取 利 息 配 当 金 収 入 18,470
会 計 単 位 間 繰 入 金 収 入 211,338 収益事業特別会計より繰入
経 理 区 分 間 繰 入 金 収 入 4,161,735
そ の 他 の 収 入 250,000 償還金

合　　計 63,396,034

支　出� （単位：円）
科　　　目 決　算　額 説　　　　明

法 人 運 営 事 業 23,385,443 法人運営費など
貸 付 事 業 100,000 生活資金貸付
共 同 募 金 配 分 金 事 業 2,158,602 一般配分金・歳末助け合い配分金
介 護 予 防 等 生 活 支 援 事 業 15,197,736 配食サービス、悠湯プラザ通所事業、ミニデイサービスなど
子育てサポートセンター事業 7,958,427 在宅児家庭支援、放課後居場所など
地域福祉・保健センター指定管理事業 5,976,532 施設維持費
悠 湯 プ ラ ザ 指 定 管 理 事 業 1,171,677 施設維持費
生 活 福 祉 資 金 貸 付 事 業 130,700 生活福祉資金事務取扱い
福 祉 サ ー ビ ス 利 用 援 助 事 業 6,219,295 日常生活自立支援事業

合　　計 62,298,412

収益事業特別会計決算（資金収支決算書）
収　入 � （単位：円）

科　　　目 決　算　額 説　　　　明
売 上 高 1,147,300
受 取 利 息 配 当 金 収 入 62

合　　計 1,147,362

支　出 � （単位：円）
科　　　目 決　算　額 説　　　　明

売 上 原 価 936,024
会 計 単 位 間 繰 入 金 支 出 211,338 一般会計へ繰出

合　　計 1,147,362

　
③
部
会（
福
祉
部
会
）＝
１
回
開
催（
歳
末
配
分
）

　
④
部
会（
総
務
部
会
）＝
１
回
開
催

　
⑤
監
事
会
＝
平
成
25
年
度
監
査

　
⑥
研
修
等

（
二
）
各
種
団
体
事
務
局

　
①
川
本
町
民
生
児
童
委
員
協
議
会

　
②
川
本
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
③
川
本
町
人
材
セ
ン
タ
ー

　
④
川
本
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会

　
⑤
日
本
赤
十
字
社
島
根
県
支
部
川
本
町
分
区

　
⑥
川
本
町
共
同
募
金
委
員
会

� 平成26年度　川本町社会福祉協議会

事業・決算状況報告
平
成
26
年
度
事
業
報
告
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任
期
満
了
に
伴
い
、
平
成
27
年
５
月
19

日
の
評
議
員
会
に
お
い
て
、
次
の
方
々
が

新
た
に
役
員
と
し
て
選
任
さ
れ
、
同
６
月

８
日
の
理
事
会
に
お
い
て
、
会
長
・
副
会

長
が
互
選
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
、
平
成

27
年
６
月
８
日
か
ら
平
成
29
年
６
月
７
日

ま
で
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
退
任
さ
れ
ま
し
た
松
井
紹
憲
様
、
瀬
尻

亨
様
、
渡
利
敏
夫
様
に
は
、
長
き
に
わ
た

り
社
協
経
営
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
改
め

て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
同
5
月
19
日
の
理
事
会
で
辞
任

に
伴
う
評
議
員
の
選
任
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
、

前
評
議
員
の
皆
様
方
に
は
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
こ
と
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

�

《
敬
称
略
》

会　
　
　
長

三　
上　
能　
人

副　
会　
長

尾　
﨑　
順　
和

常
務
理
事

長　
田　
　
　
広

理　
　
　
事

谷　
川　
賢　
治

〃

山　
口　
孝　
昭

〃

杉　
本　
悦　
子

〃

山　
根　
満　
江

〃

堀　
川　
俊　
雄

〃

津　
田　
哲　
郎

〃

住　
田　
達　
宣

〃

坂　
根　
　
　
豊

〃

遠　
藤　
幸　
秀

〃

木　
村　
正　
明

監　
　
　
事

日　
笠　
一　
郎

〃

森　
脇　
淳　
宏

�

《
敬
称
略
・
順
不
同
》

福　
村　
郁　
夫

山　
口　
恵　
三

川　
平　
克　
憲

清　
水　
哲
之
介

奥　
田　
幸　
登

山　
口　
定　
昭

山　
根　
昭　
久

坂　
根　
　
　
護

鎌　
瀬　
フ
サ
コ

小　
畑　
寅　
男

木　
村　
慶　
五

野　
島　
　
　
勇

前　
田　
輝　
子

勢　
田　
房　
行

小　
林　
正　
子

松　
本　
定　
男

佐
々
木　
由
利
子

高　
木　
豊　
弘

樋　
原　
末　
美

東　
間　
清　
香

坂　
田　
和　
弘

市　
原　
和　
正

笠　
井　
忠　
子

横　
田　
哲　
夫

森　
口　
時　
夫

石　
田　
卓　
郎

藤　
田　
浩　
司

上　
長　
　
　
智

評
議
員
紹
介

新
役
員
紹
介

…
新
評
議
員

　
各
自
治
会
に
お
き
ま
し
て
、
協
力
員
さ
ん
の
交
代
が
あ
り
ま
し
た
の
で
ご

紹
介
し
ま
す
。
５
月
１
日
（
金
）
に
開
催
し
た
協
力
員
会
議
に
お
い
て
、
新

し
い
協
力
員
さ
ん
に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
は
ご
苦
労
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
退
任
さ
れ
た
協
力
員
さ
ん
に
は
、
長
い
間
ご
苦
労
様
で
し
た
。

福
祉
活
動
協
力
員
さ
ん
紹
介

 
川
本
町
社
会
福
祉
協
議
会

任
期
満
了
に
伴
う

役
員
改
選
及
び
辞
任
に
伴
う

評
議
員
の
選
任
に
つ
い
て

�

平
成
27
年
４
月
現
在

地
区
名

協
力
員
名

上
因
原

畑　
　
　
み
ど
り

木
路
原

石　
田　
カ
ズ
エ

下
因
原

正　
田　
富
士
枝

日
の
出

山　
田　
芳　
子

日　

向

渡　
辺　
博　
子

上
新
町

坂　
根　
　
　
勝

多　

田

岡　
本　
勝　
美

中
新
町

上　
田　
義　
視

久
座
仁

白　
須　
隆　
惠

下
新
町

前　
本　
朝　
子

谷　

戸

島　
田　
寿　
義

元　

町

槇　
平　
留
美
子

三　

島

青　
木　
梅　
香

本　

町

三　
宅　
眞　
弓

笹　

畑

小　
林　
正　
子

天
神
町

瀧　
谷　
秀　
夫

西

片　
山　
好　
子

双　

葉

奥　
田　
幸　
登

八　

幡

寺　
田　
順　
信

上　

谷

瀬　
上　
好　
代

三　

原

小　
西　
は
る
子

下　

谷

大　
畑　
ス
ミ
子

田　

窪

藤　
原　
君　
枝

芋　

畑

安　
田　
慶　
喜

南
佐
木

市　
原　
有　
美

矢　

谷

安　
田　
幸　
喜

親　

和

福　
田　
和　
美

長　

原

京　
谷　
勝　
富

湯　

谷

伊　
藤　
規　
子

市
井
原

宮　
谷　
和　
子

三　

俣

山　
田　
智
恵
子

中　

倉

治
郎
田　
　
　
幸

三
大
字

伊　
藤　
　
　
仁

　
　
　

 

は
、
平
成
27
年
度
か
ら
新
た
に
交
代
さ
れ
た
方
で
す
。

　

ひ
だ
ま
り
サ
ロ
ン
は
、
子
育
て
中
の
親
・
子
育
て
に
関
わ
る

祖
父
母
や
地
域
の
方
が
自
由
に
交
流
で
き
る
場
所
で
す
。

　

ま
た
、
自
由
に
遊
べ
る
遊
具
も
た
く
さ
ん
用
意
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
で
、
楽
し
く
遊
び
な
が
ら
、
育
児
に
つ
い
て
語
り
合
い

ま
せ
ん
か
？

（
会
場
で
は
、
民
生
児
童
委
員
・
主
任
児
童
委
員
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
が
見
守
り
活
動
を
さ
れ
ま
す
。）

場　
　

所
：
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

開
設
時
間
：
午
前
10
時
～
12
時

　
　
　
　
　

毎
月
１
回
日
曜
日
に
開
設

そ 

の 

他
：�

か
わ
も
と
図
書
館
に
よ
る

移
動
図
書
で
本
も
借
り
ら

れ
ま
す
。

＊
今
後
の
予
定
日
＊

　

○
７
月
26
日
（
日
）

　

○
８
月
30
日
（
日
）

　

○
９
月
27
日
（
日
）

　

○
10
月
25
日
（
日
）
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「
こ
ん
に
ち
は
、
町
長
の
三
宅
で
す
」。

　

５
月
12
日
（
火
）、
民
生
児
童
委
員
の
日
に
、

今
年
も
三
宅
町
長
さ
ん
が
独
居
宅
を
訪
問
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
は
釣
釜
民
生
児
童
委
員
、
小
西
福
祉

活
動
協
力
員
さ
ん
と
共
に
、
三
原
地
区
を
訪
問
さ

れ
ま
し
た
。

　
突
然
の
訪
問
で
驚
か
れ
た
様
子
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
お
身
体
の
こ
と
や
子
ど
も
さ
ん
の
こ
と
、

ま
た
、
生
活
す
る
上
で
の
こ
と
な
ど
、
近
況
を
語

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

《
困
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
地
区
の
民
生

児
童
委
員
さ
ん
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。》

　毎年、５月になるとサポセン畑に、さつま芋の苗を植え、秋には芋掘
りを楽しんでおりました。ところが……昨年の秋！！みんなで楽しみに
していた芋掘りの前日に、なんということでしょう…さつま芋が、きれ
いさっぱり、無くなっているではありませんか！ (T_T)
　畑には、芋掘りを楽しんだと思われる、猪の形跡だけが残されており
ました…。
　みんなで、楽しみにしていた大事なお芋を食べられた悔しさは、私達
のやる気を奮い立たせ、横田さんにご指導していただきながら、畑の囲
いをしっかり作り直し、5月には予定通り、在宅児親子さんやキッズ☆
スタジアムに参加している小学生の子ども達と、さつま芋の苗を植えま
した。
　これから、秋の収穫に向けて、みんなで、水やりをしたり、猪に負け
ない対策をしていこうと張り切っております。ヽ (^。^) ノ

平
成
27
年
度
　
一
斉
訪
問
日
及
び

協
力
団
体
は
左
記
の
と
お
り
で
す

◎
一
斉
訪
問
日

　
５
月
12
日
（
民
生
児
童
委
員
の
日
）

　
７
月
23
日
（
文
の
日
）

　
11
月
９
日
（
１
１
９
番
の
日
）

　
１
月
８
日
（
１
１
０
番
の
日
）

　
３
月
25
日
（
電
気
記
念
日
）

◎
協
力
団
体

・
民
生
児
童
委
員

・
福
祉
活
動
協
力
員

・
川
本
警
察
署

・
三
原
駐
在
所

・
川
本
消
防
署

・
川
本
郵
便
局

・
Ｊ
Ａ
し
ま
ね 

川
本
支
店

・
三
江
線
運
輸

・
浄
化
槽
セ
ン
タ
ー

・
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会

・
ヘ
ル
プ
ひ
ま
わ
り
会

　
　
　
　
　
　
　
　
（
順
不
同
）
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この社協だよりは再生紙を使用しています

香
典
返
し
御
寄
付

（
平
成
二
十
七
年
四
月
～
六
月
ま
で
）

（
御
住
所
） 

（
御
芳
名
）

広
島
県　

　

府
中
町 

南　

山　
　
　

諄　

様

田　

窪 

山　

下　

カ
ズ
ミ　

様

谷　

戸 

金　

田　

信　

秋　

様

因　

原 

道　

畑　

健　

治　

様

湯　

谷 

光　

田　

拓　

雄　

様

川　

下 

山　

下　

克　

也　

様

川　

本 

原　

田　

紀　

孝　

様

因　

原 

奥
羽
場　

英　

章　

様

川　

本 

飯　

田　

良　

江　

様

因　

原 

田　

平　

和　

三　

様

三　

俣 

伊　

藤　

光　

幸　

様

北
佐
木 

今　

田　

初　

枝　

様

多　

田 

三　

宅　

幸　

恵　

様

因　

原 

田　

中　

一　

雄　

様

川　

本 

宮
風
呂　

克　

明　

様

内�

　
　
容
：
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ
か
ら

な
い
、
だ
れ
に
も
言
え
ず
に
悩
ん
で
い
る
な

ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
受
付
日
：

　
原
則
月
～
金
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　
８
時
30
分
～
17
時
00
分

※�

社
会
福
祉
協
議
会
職
員
が
対
応
し
、
専
門
機

関
へ
の
紹
介
、
必
要
な
制
度
等
へ
お
つ
な
ぎ

し
ま
す
。

場
　
　
所
：
川
本
町
社
会
福
祉
協
議
会

�

（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
内
）

�

電　
話  （
５
）
７
２

－

０
１
０
４

�

F
A
X  　

  　
７
２

－

０
３
９
８

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
去
る
、
３
月
14
日
（
土
）
午
後
５
時
頃
に
発

生
し
た
服
部
謙
城
様
宅
（
川
本
町
谷
地
内
）
の

火
災
に
つ
き
ま
し
て
、
各
自
治
会
長
様
を
通
じ

て
義
捐
金
を
募
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

お
陰
を
も
ち
ま
し
て
、
６
１
９
，５
０
０
円

の
義
捐
金
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
４
月

８
日
（
水
）
と
４
月
23
日
（
木
）
に
直
接
、
服

部
様
に
お
届
け
し
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
い
た

し
ま
す
。

火
災
義
捐
金
の
ご
報
告

　

ど
ん
な
と
こ
ろ
で
も
す
ぐ
に
役
立
つ
講
習
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。

「
健�

康
生
活
支
援
講
習
」…
自
分
自
身
の
健
康
増
進・

介
護
予
防
な
ど
の
知
識
と
技
術
、
地
域
で
の
支

援
活
動
及
び
日
常
生
活
に
お
け
る
介
護
の
知
識

と
技
術
な
ど

「
救�

急
法
」
…
手
当
の
基
本
、
心
肺
蘇
生
法
（
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
使
用
方
法
）、
傷
や
骨
折
な
ど
の
手
当
、

包
帯
法
（
三
角
巾
）
な
ど

「
幼�

児
安
全
法
」
…
子
ど
も
の
看
病
の
仕
方
、
子
ど

も
の
事
故
防
止
と
救
命
・
応
急
手
当
な
ど

「
災�

害
時
高
齢
者
生
活
支
援
講
習
」
…
被
災
し
た
高

齢
者
の
避
難
所
生
活
に
焦
点
を
あ
て
た
、
知
識

や
支
援
技
術
な
ど

※�

講
習
会
は
無
料
で
す
。（
テ
キ
ス
ト
代
が
必
要
な

場
合
が
あ
り
ま
す
。）
皆
さ
ん
か
ら
拠
出
し
て
い

た
だ
い
た
社
資
で
事
業
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

※�

自
治
会
や
学
校
、
職
場
な
ど
で
講
習
会
の
開
催

を
ご
希
望
の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

★
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
は
…

　
日
本
赤
十
字
社
島
根
県
支
部
川
本
町
分
区

　
　
電
話　
（
５
）７
２
︱
０
１
０
４

�

（
川
本
町
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

赤
十
字
の
講
習
を

�

受
け
ま
し
ょ
う


